
120㎖，1ℓ，5ℓ，10ℓ，25ℓ入り
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◆多量・微量要素
粗蛋白
炭水化物
リン酸
カリウム
窒素
カルシウム
ナトリウム
硫黄
マグネシウム
鉄
ヨウ素
マンガン
亜鉛
バリウム
フッ素
ニッケル
モリブデン
ホウ素
コバルト
銅

     2.0ｇ
    12.0ｇ
     8.0ｇ
     5.0ｇ
     3.5ｇ
     0.5ｇ
     0.5ｇ
     0.4ｇ
 150.0mg
     8.0mg
     6.0mg
     5.0mg
     2.5mg
     1.5mg
     0.2mg
     0.2mg
     0.2mg
   0.15mg
     0.2mg
     0.1mg
     

◆アミノ酸
アラニン
セリン
プロリン
スレオニン
リジン
ロイシン
バリン
グリシン
オルニチン
チロシン
フェニルアラニン
アルギニン
イソロイシン
グルタミン酸
アスパラギン酸
ハイドロキシプロリン
メチオニン

150mg
140mg
  92mg
  84mg
  80mg
  72mg
  70mg
  70mg
  63mg
  60mg
  60mg
  48mg
  40mg
  35mg
  31mg
  27mg
  25mg

TEL   03-3489-1408           FAX   03-3489-9308

・過剰施用すると生育を抑制することがあるので、
  ご注意ください。
・冷暗所に保管し、飲用に供さないこと。
・全ての肥料・農薬と混合可。

注意事項
日本バイオスティミュラント協議会自主基準に基づく表記

BS 製品の分類

BS の主たる
効果・効能

養分及び水分吸収・光合成改善
収量・秀品率改善

海藻抽出物

さくらんぼ

ぶどう

柑橘類

0.5 ～ 0.7ℓ/10a
土に湿り具合に
よって 300 ～
3000 倍表土潅水

10 万～ 15 万倍

表土潅水2 ～ 3 月

循環式、掛け流し式

茶

養液栽培

( りんご、桃、梨、
　柿、栗等）

落葉果樹

ばら

らん

定植時または
採花直後

潅水 5000 倍

株全体浸漬 3000 倍

土壌処理 300㎖ /10a

葉面散布 3000 倍

潅水

1ℓ/10a表土潅水3 月
適宜薄めて

（土の湿り具合によって）
1 回

開花 50％の時と落弁期 葉面散布 1000 ～ 3000 倍 2 回

葉面散布落花直後～収穫１週間前 1000 ～ 3000 倍 2 ～ 3 回

葉面散布収穫後 1000 ～ 3000 倍 1 回

発芽前 表土潅水
適宜薄めて

（土の湿り具合によって）
1ℓ/10a 1 回

展葉期～開花期 葉面散布 1000 ～ 3000 倍 2 ～ 3 回

幼果期～収穫 1 ヶ月前

（樹勢を見て）
葉面散布 1000 ～ 3000 倍 2 ～ 3 回

収穫後～落葉 葉面散布 1000 ～ 3000 倍 1 ～ 3 回

３月下旬・６月

（発根期）
表土潅水 3000 倍 各１回

収穫後～６月 葉面散布 2000 倍 毎月 1 回

3 ～ 4 月 表土潅水 1ℓ/10a
適宜薄めて

（土の湿り具合によって）
1 回

果樹苗木 植え付け時 / 移植時 株元潅水 1000 ～ 2000 倍 1 回

3000 倍葉面散布2 ～ 3 月と摘採直後 各１回

1 ～ 1.5 ヶ月おきに
加用

1 回

1000 倍0.3 ～ 50㎖ / 本株元潅水春先又は移植時樹木
樹高により処理量
を変え年 1 回

1 回

1 回

3 ～ 4 ヶ月おき

1 ヶ月おきに 2 ～ 3 回
効果が出たら 2 ヶ月位
処理を休む

2 ヶ月おき
効果が出たら 2 ～ 3
ヶ月処理を休む

定植時処理から 2 ヶ月
位たったら

水苔床の場合：
20000 倍

礫の場合：
5000 ～ 6000 倍

定植時

開花直後と結実時 葉面散布 1000 ～ 3000 倍 2 回

幼果期～収穫 1 ヶ月前 1000 ～ 3000 倍葉面散布 月 1 回程度

葉面散布収穫後 1000 ～ 3000 倍 1 回

1000 ～ 3000 倍0.1 ～ 0.15㎖ / ㎡葉面散布芝 3 ～ 4 ヶ月おきに 3 回春先から

      緑化期と
田植え 1 ～ 3 日前

出穂期～登熟前期

着蕾 10 ～ 14 日前

定植時処理から
3 ～ 4 週たったら

定植時

移植栽培：定植時

定植時処理から
3 ～ 4 週たったら

ゆり

その他の球根：2 ～ 3 葉期以降

潅水 1000 ～ 2000 倍

500 ～ 1000 倍

500 ～ 1000 倍

1000 倍

育苗期 2 回

1 回

1 回

2 ～ 3 週あけて 2 回

田植時～
穂ばらみ期

　 本田 1 ～ 2 回
代わりに「ウエット粒剤｝
を散布してもよい

散布、ペースト肥料と混用、
または水口から流し込み

2 ～ 3 葉期 500 ～ 1000 倍 1 回葉面散布

葉面散布

3 ～ 4 葉期 500 ～ 1000 倍 1 回葉面散布

葉面散布

幼穂形成 10 ～ 14 日前 500 ～ 1000 倍 1 回葉面散布

鉢上げ時 8000 ～ 10000 倍 1 回潅水

定植直前 5000 ～ 6000 倍 1 回ポットへ潅水

2000 ～ 3000 倍
2 ～ 3 週おきに 5 ～ 9 回

（メロン、西瓜等 4 ～ 5 回）
葉面散布

2000 ～ 10000 倍
2 ～ 3 週おきに 5 ～ 10 回

（メロン、西瓜等 3 ～ 6 回）
土壌処理

ランナー採り時間 3000 倍 9 ～ 10 回葉面散布

3000 倍 1 回根部浸漬

10000 倍 1 回ポット潅水

定植後マルチ前
1 番果・2 番果が親指大のとき
1 番果・2 番果収穫後及びそれ以後

3000 ～ 10000 倍 3 ～ 4 週おきに 6 ～ 8 回土壌処理

直播栽培：
2 ～ 3 葉期以降

1000 ～ 2000 倍 2 ～ 3 週おきに 2 ～ 3 回葉面散布

5000 倍 1 回ポット浸漬（潅水）

2000 倍 1 回根部浸漬

定植時処理から
2 ～ 3 週後とそれ以降

1000 ～ 2000 倍 2 ～ 3 週おきに 2 ～ 3 回葉面散布

種子消毒時 1000 倍 1 回タネいも瞬間ドブ漬

本培土直播 ( ストロン伸長停止後 ) 800 倍 1 回葉面散布

2 週後 700 倍 1 回葉面散布

定植時処理から
4 ～ 5 週後とそれ以降

生長に合わせ 70、100、
150㎖ /10a と増量する。 1000 ～ 2000 倍 3 ～ 4 週おきに 2 ～ 3 回葉面散布

花芽分化期 2000 倍 1 回葉面散布

葉面散布

たね芋伏せ込み時期 8000 ～ 10000 倍 1 回苗床潅水

定植時 1000 倍 1 回さし穂浸漬

定植時
無発芽いも：1000 倍
発芽いも　：3000 倍

1 回タネいも瞬間ドブ漬

芽が地上部に現れたとき 1000 ～ 2000 倍 1 回株元潅水

播種、挿し木床 5000 ～ 10000 倍 1 回潅水

定植時 5000 ～ 6000 倍 1 回潅水

3 ～ 4 週おきに 3 ～ 4 回土壌処理

5 ～ 10 葉期 500 ～ 3000 倍 1 回土壌処理

定植時 2000 ～ 3000 倍 1 回球根浸漬

定植 3 ～ 4 週後 700 ～ 1000 倍 1 回葉面散布

1㎖ / ㎡
（マット 5 枚当たり）

120㎖ /10a

150㎖ /10a

100 ～ 120㎖ /10a

200 ～ 300㎖ /10ａ

100㎖ /10a

100㎖ /10a

120㎖ /10a

70 ～ 100㎖ /10a

120 ～ 150㎖ /10a

120 ～ 150㎖ /10a

生長に合わせ 70、100、
120㎖ /10a と増量する。

100 ～ 130㎖ /10a

130㎖ /10a

150㎖ /10a

350 ～ 400㎖ /10a

125 ～ 150㎖ /10a

250 ～ 300㎖ /10a

150㎖ /10a

30 ～ 40㎖ /10a 2000 ～ 3000 倍 1 ～ 2 週おきに 7 ～ 10 回葉面散布

作物 処理時期 処理方法 原液処理量 使用（処理）倍率 回数

　原料海藻の「エクロニア・マキシマ」には、アミノ酸、ミネラル、ビタミン、

多糖類、植物ホルモンなど 66 種類にも及ぶ成分が含まれており、植物ホルモンの

中でも特にオーキシン様物質が多いことが知られています。それらの複合作用で

生育が旺盛・健全になり、根量が増え光合成能が高まります。また、本海藻に含

まれるポリフェノールの一種「フロロタンニン」が高温等のストレス耐性を増し、

「ポリアミン」が花粉管の伸長などにプラスに働くことが期待できます。

　さらに、この海藻中の成分をできるだけ損なわず取り出すため、熱や化学物

質を使用することなく、低温下で圧力差を利用して抽出する特許製法「セル・

バースト方式」を採用することで原料の持つ効果・効能と相俟って唯一無二の

海藻バイオスティミュラントとなっています。( 有機 JAS 規格別表 1 に適合した資材）


